
ドジョウ増殖試験
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I 試験目的

ドジヨクの増産とくに人工採苗による極箇の生産についてその方法と飼育について検討する。

ft .11. 試験内容
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1. 試験期間 脳和 43年 5月.....， 1 0 J1 

本場2. 試験場所

3. 試験項白

(1) 人工採萄試験

(2) 餌料比較試験

4. 試験方法

(l) 人工採苗試験は抽出ホノレモンを用いて人工的に搾出法によって採卵し，ふ化卵の管理や仔

稚魚、の飼育も人工的におこなった。

(2) 餌料比較試験はポリエチレンフィルムを用いて面積 2rrlの試験池を四面造り魚粉，ぺνツ

ト，米糠，堆肥を与えて 86日間試験を継続した。当初のドジヨク放養最は各池とも 40尾

(128.79-)で投餌は魚粉，ぺνツト.米糠とも 5日ごとに 1回につき 269-(放護霊設の

2日仏)を与え，堆肥は鼓初に 31(930臼後に更に 3K9を追加した。

阻 試験結果

1. 人工採苗試験

対

抽出ホlレモシ剤を用いて人為的に採卵する方法はすでにカエルの脳下垂体などで成功してお

り，最近では排卵促進用のホJレモシ剤が市販されていることもあって手軽に使用されているが，

当場でも昭和 41年から実施しており成功している。

第 1表 人工採卵結果表
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今年おとなった人工採卵結果を第 1表に示したが，人工採卵そのものについては一応確立し

たといえる。

しかしふ化後 1週間白頃から死亡が目立つようになり，最悪の場合はほとんど全滅というこ

ともしばしばみられるので，今後は仔魚期の管理についての検討が必要と思われる。現在ωと

ころ当場では卵黄，離乳食(カゼイン添加)ミジシコを併用しているが絶対的な信頼はおけな

いようである。

生長についてはふ化後 50日後には平均会長2.1.1cm，1 0日日後には 6.0 2ClItになり養殖

用種苗として使用出来るまでになった。

Z 餌料比較試験

魚粉，ペレツト，米糠，堆肥のドジヨクに対する餌料としての優劣を比較するのを目的とし

た試験であるが，方法の項でも述べたように 5日ごとに体重の 20偽の餌料を与えたので堆肥

を除いてはいずれも 49 4 1の投餌琵となる。

第2表 餌料比較試験結果
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結巣は第 2表のとお肌であるが，これによると増重，歩悩りともに魚紛がすぐれていること

がわかる。実際には単に生物学的にみてよい説料とその他一絡による経済性の検討が必袋と伝っ

てくゐ。

1¥1考察

人工採一曲技術については縫立されたといえるが， 1子魚の歩留りに問題が残されている。
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